
「蛾
嗣
」と
轟
（と
Ｒ
３
電

多
摩
Ｎ
Ｔ
朝
陽
会

。
予
告
と
報
告

ヽ
満

一
歳
に
な

っ
た

「多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン
朝
陽

会
」
は
、
左
記
の
通
り
三
度
目
の
定
例
総
会

，
懇

親
会
を
開
き
ま
す
。

日
時

・
七
月
十
日
（土
）
十
八
―
二
十
時

＊
　
遅
刻

・
早
退
自
由

会
場

・
京
ェ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
４
Ｆ

『た
ま
つ
ば
き
』

（最
寄
り
駅
は
京
工

・
小
田
急
多
確
ｔ
ン
タ
ー
）

〇
　
会
費

・
六
千
円

（学
生
五
十
円
）

成
人
ペ
ア
は

「
二
人
で
一
万
円
」

高
校
生
以
下
の
同
伴
者
無
料

〇
　
問
合
せ

。
連
絡
先
電
話

〇
四
二
‐
三
七
六
‐
一
五
五
六
　
石
川

今ｍ動Ⅷ酔回は好岬鉢師鯨緯卜財州大

な
・騰
齢
議
直
（８
・本
名
＝
勇
蔵
）さ
ん
を
喘

き

″尺
八
ラ
イ
ブ
″
風
に
し
て
カ
ン
カ
ン
ガ
グ

ガ
ク
（管
々
楽
々
）
ゃ
り
ま
す
。

朝
陽
同
窓
会
会
員
と
そ
の
関
係
者
、
ど
な
た

も
大
歓
迎
。夕
涼
み
が
で
る
お
越
し
下
さ
い
。

当
会
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン
と
そ
の
周
辺
地

区

（小
翻
急
沿
線
の
川
崎
市
北
部
地
域
を
含
む
）

感
揚
恥
、
あ
る
い
は
職
場
を
持
つ
同
窓
生
の

″止

支部だより 34

ま
り
木
午
み
た
い
な
も
の
と
し
て
、
昨
年

な
燿
戸

卜
し
ま
し
た
。
同
地
域
に
は
ざ

っ
と
四
五
〇
人
が

い
ま
す
。

昨
年
七
月
十
二
日
に
開
い
た
設
立
総
会
に
は
、

四
十
人
余
り
が
参
集
。
同
窓
会
本
部
か
ら
も
副
会

長
の
龍
岡
友
子
さ
ん
は
じ
め
数
人
が
来
て
下
さ
い

ま
し
た
。
初
対
面
同
士
が
多
か

っ
た
の
で
自
己
紹

介
も
兼
ね
て

「在
校
時
代
の
こ
と
、
新
宿
の
街
の

こ
と
」
な
ど
語
り
合

い
、
昭
和
十
年
代
か
い
平
成

の
今
日
ま
で
の

″母
校
外
史
〃
が
綴
ら
れ
、
楽
し

い
タ
ベ
と
な
り
ま
し
た
。
年
会
費
な
ど
義
務
は

一

切
な
し
。
出
入
り
自
由
の
会
で
す
。
お
互
い
の
知

識

・
情
報
交
換
、
啓
発
に
役
立

つ
も
の
に
育
て
て

行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。（７

石
川

舜

記
）


